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１ トップメッセージ 

  

滋賀医科大学学長 

馬場 忠雄 

 

北海道洞爺湖畔において主要国首脳会議が 2008 年 7 月 7～9 日の日程で開催されました。
主要議題の一つに環境・気候変動が取り上げられております。「クールアース構想」は不可避で

あるとの認識では一致しているものの化石燃料への依存を断ち切り、温暖化や資源枯渇化等に

どのように対処し、世界全体で CO₂排出量を削減するのか、その数値目標について、先進国間ま
た発展途上国との間において利害が一致せず、調整は困難とみられます。 

CO₂削減の取り組みは、革新的な技術開発や国と地方の組織的な削減の仕組みに期待が寄
せられるものの、一般市民の生活においても日常のちょっとした心がけで CO₂削減に寄与するこ
とは可能です。 
本学においては、全学的な節減対策ワーキングを組織し、光熱水量については学生を含めた

「もったいない見回り隊」が学内を巡視し、節電－節水を呼びかけ、ペーパーレス化の推進、ゴミ

排出経費の削減などに取り組み、各個人の節減に対する意識を高めました。また、新病棟（D棟）
の空調や便器などの設置においては省エネルギー対応としました。学内 ESCO事業としては、ボ
イラに使用する燃料や電気量を減らすためにボイラ給気用送風機に空気比制御をつけることなど

積極的な取り組みにより省エネルギーにともなう経費の削減を得ることが出来ました。 
また、本学では「ゼロエミッション」化を目指し、産学官連携事業として平成 18 年度から酸化チ

タンによる超高速触媒反応を用いて廃棄物を分解する装置を作成し、安全性など基礎的検討を

行ってきました。 本年度は月 7 トンの処理を行った場合の揮発性有機化合物、ダイオキシンなど
の有害成分や細菌などの微生物の検出を定期的に行い安全に実施できることを確認し、その成

果を発表しました。平成 20年度には病院の感染性廃棄物処理を行うことにつなげました。 
本学は緑豊かな自然環境に恵まれ、また近畿の水がめである琵琶湖を眺められるところに立

地していることもあって、教職員や学生も環境問題には意識が高く、大学の諸活動においても

CO₂削減に積極的に取り組む一方、大学としても学内 ESCO 事業を遂行し低炭素社会の実現に
少しでも寄与できればと願っております。  
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２ 大学概要 

図．２－１大学組織構成図 

役 員 

学 長       馬 場   忠 雄 
理事 （教育等担当 ）       服 部   隆 則 
（ 副 学 長 兼 務 ） 
理事 （医療等担当 ）       柏 木   厚 典 
（副学長及び病院長兼務） 
理事 （経営等担当 ）       村 山   典 久 
理事 （総務等担当 ）       脇 坂   信 夫  
監 事       荒 木   寿 一 
監 事 （ 非 常 勤 ）       奥 村   隆 志 
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職 員 ・ 学 生 数 （平成２０年４月１日現在） 

職 員 数       役 員        ６（１）人  
                         教 員      ２９３   人 
                         事 務 職 員      １３１   人 

                            技 術 職 員      ６０２   人 
計       １，０３２（１）人 

                            （注）（ ）内の数字は、外数で非常勤を示す。 
 
医 学 部 学 生 数          医 学 科       ５８３  人 

                                   看 護 学 科       ２６２  人 
計         ８４５  人 
 

大学院医学系研究科学生数                        １７４  人 
 

総 数      ２，０５１  人 
 
 

土 地 ・ 建 物 

土 地      ２３３，０１７㎡     
 
建 面 積       ３７，２７２㎡ 
 
延 面 積      １１６，６２０㎡     
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沿 革 

  昭和４９年 ２月  滋賀医科大学創設準備室を京都大学に設置   
         １０月  滋賀医科大学開学（滋賀県守山市 仮校舎） 
  昭和５０年 ５月  開学記念式典の挙行 
  昭和５１年 ８月  本校舎（大津市瀬田月輪町）の一部完成により仮校舎から移転 
  昭和５３年 ４月  医学部に附属病院を設置 
         １０月  医学部附属病院開院（３２０床） 
              医学部附属病院中央診療施設の設置 
  昭和５５年 １月  医学部附属病院の病床が１２０床増床（計４４０床） 
          ５月  医学部附属病院の病床が１６０床増床（計６００床）   
  昭和５６年 ４月  大学院医学研究科の設置 
  平成 ６年 ４月  医学部看護学科の設置 
  平成１０年 ４月  医学系研究科看護学専攻修士課程の設置 
  平成１６年 ４月  国立大学法人の施行に伴い、国立大学法人滋賀医科大学が設立 
              国立大学設置法の廃止及び国立大学法人法の施工に伴い、国立大 

学法人滋賀医科大学が滋賀医科大学を設置 
              学外有識者会議の設置（運営諮問会議の廃止） 
              医療人育成教育研究センターの設置 
              睡眠学講座（寄附講座）を開設 
              情報収集分析室の設置、監査室の設置 
              中央診療施設等及び特殊診療施設を改組し、中央診療部（１５部）、 

医療安全管理部、地域医療連携部、医療研修部、卒後臨床研修セン 
ター及び治験管理センターに再編 
救急・集中治療部の設置（救急部及び集中治療部の廃止） 

           １０月  開学３０周年記念式典を開催 
  平成１７年 ４月  基礎医学講座の再編（２８講座となる） 
               解剖学第一講座、解剖学第二講座を解剖学講座に、生理学第一講 

座、生理学第二講座を生理学講座に、生化学第一講座、生化学第

二講座、放射線基礎医学講座を生化学・分子生物学講座に、病理

学第一講座、病理学第二講座、微生物学講座を病理学講座に、予

防医学講座、福祉保健医学講座、法医学講座を社会医学講座に統

合実験実習支援センターの設置（医学部附属実験実習機器センター、

放射性同位元素研究センターの廃止）、化学療法部の設置 
  平成１８年 ６月   バイオメディカル・イノベーションセンターの設置 
  平成１９年 ８月   新病棟（Ｄ病棟）竣工 
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【大学紹介】  
 
滋賀医科大学は、国の一県一医科大学構想に基づき、幅広い教養と医学及び看護学の

それぞれの領域に関する高い専門的知識及び技能を授けると共に、確固たる倫理観を備

え、有能にして旺盛な探求心を有する人材を育成することを目的とし、もって医学及び看護

学の進歩、発展に寄与し、併せて社会の福祉に貢献することを使命として、昭和４９年に医

学部医学科が設置されました。 
その後、昭和５６年に大学院医学研究科（博士）、平成６年に医学部看護学科、平成１０

年に大学院医学系研究科（修士）がそれぞれ設置されました。また、実践的な医療を学ぶ

ために、昭和５３年に医学部附属病院（現在６０８病床）が設置されました。 
滋賀県は、中央に琵琶湖があり環状になった細長い県であり、人口の増加率が非常に

高い県であります。このように増え続ける県民に対して、福祉や安心・安全な医療を提供す

ることは重要な課題です。  
本学としては、このような地域の特徴を考慮しつつ、独自の新しい医学・看護学の教育、

研究、診療等を推進するとともに、その成果を滋賀の地から国内はもとより世界に発信し、

医学・看護学の発展に貢献すること、また信頼される医療人を育成することによって、人々

の福祉の向上に寄与するため、以下のことをモットーに、教育、研究、診療等の諸活動に

取り組んでいます。 
 

   ・「個性が輝く大学」 
   ・「良医を育て、名医が羽ばたく大学」 

・「地域に支えられ、世界に挑戦する大学」  
 
 
 
 
 
 
 

   
     昭和５１年           昭和５５年              平成２０年 
  

図．２－２ 滋賀医科大学周辺写真（年代別） 
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３ 報告対象 
 
期 間     平成１９年度 
 
範 囲     医学部、医学部附属病院、附属図書館、事務部門 
                 （月輪団地の看護師宿舎を除く全てを対象とする。） 
 
公 表 時 期    平成２０年 ９月 
 
次回公表予定時期    平成２１年 ９月 
 
参考としたガイドライン 
   環境省  「環境報告書の記載事項等の手引き」 
          「環境報告書ガイドライン（２００３年度版）」 
          「事業者の環境パフォーマンス指標ガイドライン（２００２年度版）」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象範囲 

図．３－１ 構内配置図 
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４ 環境運用組織体系 （平成２０年４月１日現在） 
環境運用組織図   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   図．４－１  環境運用組織図 
 
 

環境責任者 
（学長） 

環境内部 
監査責任者 

建築・環境委員会 

・ 医学部                        ・ 医学部附属病院 
・ 解剖センター                           ・ 大学院医学系研究科 
・  マルチメディアセンター              ・ 附属図書館 
・  ＭＲ医学総合研究センター               ・ 保健管理センター 
・  生活習慣病予防センター                ・ 分子神経科学研究センター 
・  医療福祉教育研究センター           ・ 動物生命科学研究センター 
・  医療人育成教育研究センター            ・ 実験実習支援センター  
・   ﾊﾞｲｵﾒﾃﾞｨｶﾙ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ             ・ 事務部門 

環境報告書ワーキンググループ 

エネルギー管理員 

役 員 会 

節減対策ワーキンググループ 

エネルギー管理員 
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組織運用 

（１） 部会等の設置年度 
平成１２年 ２月   建築・環境整備委員会 
平成１６年 ４月   建築・環境委員会設置 （建築・環境整備委員会を改称） 
平成１８年 １月   節減対策ワーキンググループ設置 
平成１８年 ５月   環境報告書ワーキンググループ設置 
 
 

（２） 各組織責任者 
環境責任者                     馬場 忠雄   学長 
環境内部監査責任者             村山 典久    理事 
建築・環境委員会委員長          脇坂 信夫   理事 
節減対策ワーキンググループ長    村山 典久    理事 
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５ 物質フロー 
 
 平成１９年度に、滋賀医科大学で消費されたエネルギー量（電力、都市ガス、Ａ重油、上下

水道）、原材料消費量、廃棄物排出量、及び環境負荷について示します。 
 

５．１ 総エネルギー消費量 

 本学の総エネルギー消費量を電力、都市ガス、Ａ重油使用量より算出した結果を下記に示

します。 
 

電力

都市ガス

Ａ重油

電力

都市ガス

Ａ重油

 

 年間消費量 総エネルギー消費量 
電力 ２１，１５９，５８２ ［ＫＷＨ／年］ ２１０，９６１ 

都市ガス ３，５３２，２１０ ［ｍ３／年］ １４５，１７４ 

Ａ重油 ２ ［ＫＬ／年］ ７８ 

合計   ３５６，２１３ 

 
［ＧＪ／年］ 

記載単位系ついて 
 ＧＪ（ｷﾞｶﾞｼﾞｭｰﾙ）・・・・・・発熱量を表す単位 １cal（ｶﾛﾘｰ）＝4.2Ｊ（ｼﾞｭｰﾙ） G（ｷﾞｶﾞ）＝１０９ 

 

総エネルギー消費量 

３５６,２１３[GJ] 

0.02% 

42.96% 

57.02% 

図. ５－１年間エネルギー消費量（平成１９年度） 

78[GJ] 

210,961[GJ] 

145,174[GJ] 
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表．５－２ エネルギー量（平成１９年度） 
 電力 

［ＫＷＨ］ 
都市ガス 
［ｍ³］ 

Ａ重油 
［Ｌ］ 

４月 １，４９３，０６３ １８４，６０６ ０ 
５月 １，５２４，００８ １８２，８１５ ２，０００ 
６月 １，７０２，３３５ ２２８，０８８ ０ 
７月 ２，０１０，９２０ ３４１，８６４ ０ 
８月 ２，１９５，１４４ ４２１，５４８ ０ 
９月 １，９９０，４７９ ３２７，３６６ ０ 
１０月 １，６５９，８８０ ２１１，２４３ ０ 
１１月 １，６１６，９６２ ２３７，７７７ ０ 
１２月 １，７２０，４８１ ２９７，６４１ ０ 
１月 １，８０３，８７１ ４１５，９５１ ０ 
２月 １，７３４，２１３ ３８２，１７０ ０ 
３月 １，７０８，２２６ ３０１，１４１ ０ 

合      計 ２１，１５９，５８２ ３，５３２，２１０ ２，０００ 
前年度使用量 ２０，６９２，１２４ ３，３９１，７６８ １０８，４３６ 
前 年 度 比 １０２．２（％） １０４．１（％） １．８（％） 

 
 
電力、都市ガスについては新病棟（D 病棟）竣工に伴い、９月より建物面積が約１４％増えた
ため使用量が増加いたしました。 

A 重油については、常用発電機は夏季のデマンド対策（電力使用量の平準化）として活用
しておりましたが、受変電設備の更新に伴い、平成１９年度より廃止いたしました。現在は非

常用発電機に２，０００Ｌ使用しております。 
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＊１ 一般家庭のエネルギー消費量は、「ＥＤＭＣ／エネルギー・経済統計要覧（２００６年 

版）」より、約４５．３［ＧＪ／年］と言われております。 
３５６，２１３［ＧＪ／年］÷４５．３［ＧＪ／（年・世帯）］≒７，９００［世帯］ 
 
 

本学で消費している総エネルギー 
 ３５６，２１３［ＧＪ／年］は、一般家庭※１の

約７，９００世帯分のエネルギーに相当し

ます。 

総
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量[G

J] 
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【温室効果ガス排出量】  
  本学の温室効果ガス排出量に係わる対象物質は、電力、都市ガス、Ａ重油です。 年間 

１５，０５８［ｔ－CO₂／年］であり、面積当たりに換算すると１２９［ｋｇ－CO₂／㎡］の排出となり

ます。 

電力

都市ガス

A重油

電力

都市ガス

A重油

 
  
 
 
 
総エネルギー消費量より、本学の温室効果ガス排出量を、環境省地球環境局発行「温室効果

ガス総排出量算定方法ガイドライン」に基づき算出をおこないました。 
 
 
前年度排出量は、１５，４９６［ｔ－CO₂］であり、前年度比２．９［％］の削減となりました。電力、

都市ガス共に前年度を上回りましたが、A重油の大幅削減により CO₂削減に成功いたしました。 
今後も地球温暖化や環境保全のため、温室効果ガス排出量の低減を図り、省エネ活動を実行

していきます。 

 
 
 
 
 

図．５－３ 温室効果ガス排出量 （平成１9年度） 

年間排出量 

15,059[t-co₂] 
 

7,998[t-co₂] 

53.114% 

1[t-co₂] 

0.007% 

7,060[t-co₂] 

46.880% 
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電力 都市ガス A重油  
平成１８年度 平成１９年度 平成１８年度 平成１９年度 平成１８年度 平成１９年度 

４月 5.760 5.493 4.007 3.591 0.001 0

５月 5.980 5.607 3.702 3.556 0 0.005

６月 6.446 6.263 4.854 4.437 0.042 0

７月 7.270 7.399 7.252 6.650 0.093 0

８月 7.490 8.077 8.048 8.201 0.107 0

９月 6.636 6.452 5.264 5.610 0.037 0

１０月 5.944 5.380 3.694 3.792 0.006 0

１１月 5.903 5.241 4.181 4.075 0 0

１２月 6.301 5.577 5.625 5.101 0 0

１月 6.424 5.847 7.496 7.129 0 0

２月 5.802 5.621 5.912 6.550 0.001 0

３月 6.174 5.537 5.976 5.161 0 0

合計 76.132 72.494 66.011 63.853 0.287 0.005

 前年度比 4.8%減 前年度比 3.3%減 前年度比 98.2%減

 単位 kg-CO₂/㎡ 
 

表. ５－３ 延面積１㎡当たりの温室効果ガス排出量 
（平成１８年度、平成１９年度比較表） 

 
 
附属病院新病棟（D病棟）が、平成１９年８月３１日に竣工したことに伴い、エネルギー消費

量は増加しました。保有施設（延面積）が増えれば、エネルギー消費量は純増となります。し

かし、延面積１㎡当たりの温室効果ガス排出量は減っております。 
平成１９年度の延面積は前年度より１３，８８２㎡（約１４％）増加しております。 
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５．２ 原材料消費量  

 
【コピー用紙消費量】     
 本学事務部門においては、業務の電子化・ペーパーレス化を進めております。各課室にお

いてコピー用紙等の紙媒体削減に向けた取組を一部紹介いたします。 
 
○ 会議資料（議事録等も含む）の一部をメールにて委員に事前送付し、会議当日の配付

資料を削減している。 
○ 広報誌の原稿をＰＤＦ化し、電子メールに添付して担当者に校正を依頼している。紙ベ

ースでのやりとりを省く。 
○ 古紙の再使用及び両面コピーの推進を実施している。 
○ 学内における事務連絡事項は、紙媒体の通知ではなく、メールを活用している。 

 
 今後も、紙使用量を出来る限り削減し、地球環境の推進を継続して実施していきます。 
 
 
 
 
 
 

                
図. ５－４ 目標枚数を貼り付けたコピー機 
 

コピー機には１日一人当たりの使用枚数を意識するために、目標枚数が掲示してあります。 
また、カラーコピーにはパスワード制限をかけて、一人一人が節約を心がけております。 
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５．３ 廃棄物排出量 

【廃棄物の排出量】   
平成１９年度の廃棄物排出量を示しています。 

記載事項は医療廃棄物、産業廃棄物、一般廃棄物（可燃・不燃）です。 
医療廃棄物は、病院や学部で使用された血液等が付着した布類や使用済みの注射針 

で、感染性の恐れがある廃棄物の排出量を示しています。産業廃棄物は、廃プラスチッ 
類、金属類、ガラス類等の排出量を示しています。 
一般廃棄物は、日常生活で発生する一般ごみ、飲料用のカン、ビン、ペットボトルの排

出量を示しています。 
平成１９年度は本学附属病院新病棟の増築が完成し、新病棟への引っ越しに伴い大型

混合廃棄物等の排出量が多くなりました。 
 

一般廃棄物（不燃）

16,620[kg]

2%

一般廃棄物（可燃）

250,470[kg]

28%

産業廃棄物

41,720[kg]

5%

乾電池、大型混合廃

棄物等 378,100[kg]

 41% 医療廃棄物

 213,850[kg]

24%

医療廃棄物

産業廃棄物

一般廃棄物（可燃）

一般廃棄物（不燃）

乾電池、大型混合廃棄物等

 
 

図．５－５ 廃棄物排出量（平成１９年度） 
 
 
 

年間総排出量 
９００，７６０［ｋｇ］ 

前年度比 18.2%増 

前年度比 7.1%増 

前年度比 11.2%減 
前年度比 5.6%減 

前年度比 1692.7% 
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【廃棄物の適正な処理】 
（医療廃棄物について） 
医療廃棄物とは、血液・血清・血漿並びに体液、血液製剤、病原微生物に関連した試験・

検査等に用いられた試験器具・培地・透析器具、血液等が付着した鋭利なもの及びその他

血液等が付着したものが廃棄物として排出されたものをいいます。 
 滋賀医科大学では、「滋賀医科大学排出水・廃棄物管理等規程」を制定し、管理体制を整

備するとともに、これら感染性廃棄物の搬出・処理の過程において感染事故が発生しないよ

う努めています。 
 基本的には、医療廃棄物は発生時点で他の廃棄物と分別して排出し、絶対に混入してはな

らない。また、医療廃棄物を排出する際は、本学が指定する専用の段ボール箱又はポリ容

器を必ず使用しています。 
 医療廃棄物は、特別管理産業廃棄物に属し、その管理には厳重を期しています。 
 
（医療廃棄物の処理） 
 医療廃棄物は、専用の容器を用いて排出され、各部署から排出された容器は、清掃業者

によって専用の集積場所に集積されます。この容器は使い捨てです。 
 専用の集積場所に集められた医療廃棄物は、週２回委託業者が回収します。 
 回収の際には、排出量を記載した産業廃棄物管理票（マニフェスト）を交付します。マニフェ

ストは、排出から最終処分までの処理の流れを確認する様式となっていますので、これによ

り適正に処理されていることが確認できます。 
  
（産業廃棄物について） 
 産業廃棄物については、医療用に用いられたプラスチック類、医療用缶、医療用ビンなどに

分かれます。 
 これらの分別された産業廃棄物は大津市の処分場に搬入しております。 

 
（一般廃棄物について） 
 一般廃棄物については、日常生活で発生する一般ごみ、カン、ビン、ペットボトルに分類さ

れます。 
 これらの分類は、本学の所在地である大津市の分別方法に従って分別しており、分別され

た一般廃棄物は、大津市の処分場に搬入しております。 
 
（廃棄物の分別について） 
具体的な分別は、「滋賀医科大学における廃棄物の分別方法」という表を作成し、この表

に基づいて行っています。表には絵図を用いることにより、ひと目で確認ができるよう工夫し

ています。 
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                           医療廃棄物集積場所 

 常時扉を施錠し、厳重に保管管理しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図．５－６ 医療廃棄物収集箱 
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５．４ グリーン購入の状況 

 本学では、グリーン購入法（国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律）に基づ

き、環境負荷低減に資する製品・サービスなどの調達を進め、毎年度の状況の実績を関係

省庁に報告しています。 
 環境負荷低減に資する製品・サービスとは、グリーン購入法において、「原材料・部品・製造

方法等や、使用時に環境への負荷を低減しているもの」「これらの製品等を用いて行われる

サービス」等を言い、これらの製品にはカタログにグリーン購入法適合商品を意味するグリー

ンマークやエコマーク等の環境保護マークが付され、選びやすくされています。 
 物品の選択にあたって、本学でも環境保護マークの認定を受けている製品またはこれと同

等のものを調達するよう努めると共に、特定調達品目にはされていないトナーカートリッジの

調達に当たっては、出来る限り再生品の調達に努めています。 
 また、ＯＡ機器、家電製品については、より消費電力が小さく、かつ再生材料を多く使用して

いるものの調達に努めるなど環境保全に配慮された物品を調達することに配慮しています。 
 そのほか、役務の提供事業者、公共工事の請負事業者等に対しても、グリーン購入を推進

するよう働きかけています。 
 
 
表．５－４ グリーン購入調達実績 （平成１９年度） 
分類 品目 ①グリーン

購入調達

目 標 値

［％］ 

②総調達

量 
③特定調

達物品等

の調達量 

④特定調

達物品等

の調達率

＝③／②

［％］ 

⑤目標調

達率＝④

／①［％］ 

紙類 コピー用紙 100 82,119.84 
[kg] 

82,119.84 
[kg] 

100 100 

文具類 ペン類 100 3,701個 3,701個 100 100 
機器類 椅子、机、

棚 
100 49個 49個 100 100 

ＯＡ機器 コピー機、

プリンタ 
100 59台 

 
59台 

 
100 100 

家電製品 電気冷蔵

庫等 
100 59台 59台 100 100 

照明 蛍光ランプ 100 3,368本 3,368本 100 100 
役務 印刷 100 366件 366件 100 100 
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５．５ 物質フローまとめ 

 
 
 
 
 
 
                    
 
      
                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      
 
                      
 
                              
 
 
 

図．５－６ 物質フロー （平成１８年度） 
 
 
 
 

 

エネルギー・資源消費量 

Input 
環境負荷 

Output 

滋 
 

賀 
 

医 
 

科 
 

大 
 

学 
電力 21,159,582Ｋｗｈ 

都市ガス 3,532,210ｍ３ 

上水    175,710ｍ３ 

ＣＯ₂        15,058 ｔ 

下水       164,347ｍ３ 

医療廃棄物          ２１３ｔ 

産業廃棄物            ４１ｔ 

一般廃棄物（可燃・不燃）  ２６７ｔ 

Ａ重油        2,000Ｌ 

エネルギー消費量 大気汚染物質排出量 

（前年度比 ２．２％増） （前年度比 ２．８％減） 

（前年度比 ４．１％増） 

（前年度比 ９８．２％減） 

水消費量 

（前年度比 ６．８％増）  （前年度比 １．８％増） 

 廃棄物排出量 

 （前年度比 １８．２％増） 

 （前年度比 ７．１％増） 

 （前年度比 １０．７％減） 

乾電池、大型混合廃棄物等 ３７８ｔ 

（前年度比 １６９２．７％増） 
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６ 環境規制への取組 
 本学においては、地球環境保全の為、以下の環境法令等を遵守しております。 
 

環   境   法   令 
エネルギーの使用の合理化に関する法律 
  第一種指定工場に指定され毎年１％のエネルギー削減を目指しております。 
環境基本法 
  環境三法案を遵守し事業活動を実施しております。 
地球温暖化対策の推進に関する法律 
  地球温暖化抑制のため、環境に配慮した設備機器の導入を推進しております。 
廃棄物の処理及び清掃に関する法律 
  処理に関しては、マニフェストにて適正に処分されていることを確認しております。 
ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法 
  本学にて過去に使用していたＰＣＢは適切に管理し、今後廃棄処分を進めていきます。 

 
 
 報告期間中（平成１９年度中）の重大な法令違反はありませんでしたが、今後とも環境法令

等を遵守し事業活動を行ってまいります。 
 
 
 
 既設建物は耐震安全性を確保し、全面的な設備改修を行って高度化、老朽化に対応する

とともに、環境に配慮した設計施工管理を心掛けます。また、施設の長寿命化を図って有効

活用を行うことによっても環境保全に貢献－します。 
 

   
耐震補強後の臨床研究棟        改修後の C病棟 
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７ 環境目標・実績（平成１９年度） 
環境側面 目標 実績 実施事項 

休憩時間の事務室・教室等の消灯 
便所、廊下等の共通部分蛍光灯に人感・

明暗センサの導入 
新エネルギーシステム導入の検討 
月別電力使用量をＨＰで掲載 

電力 

 
 
前年度比

１％以上の

削減 
 

 
 

前 年 度 比 
２ ． ２ ％ 増 

エレベータの利用制限の実施 

室内温度を冬季２０℃、夏季２８℃の実施 

ボイラ効率向上、大気排熱の低減 都市ガス 

前年度比

１％以上の

削減 
 

前 年 度 比 
４ ． １ ％ 増 

冷凍機の高効率化 

Ａ重油 
 

※ 
前 年 度 比 
９ ８ ． ２ ％ 減 

常用発電機の利用を廃止 

エ 

ネ 

ル 

ギ 

ー  

温室効果ガス  前年度比 ２．９％減 ４３８ｔの削減 

節水コマの使用 

自動水栓の導入 

節水型便器の導入検討 

水 

資 

源 

上水・下水 

 
 
現状維持 
 

 
前年度比 
上水６．４％増 
下水１．９％増 

中水の活用 
会議配布資料の両面印刷・簡素化 
学内通知、事務連絡等の通知を学内情報

共有システム（ＨＰ）の利用 
紙 

現状維持 ３．７％増 

古紙の再利用 
メール等を用いた不要物品のリサイクル 
３Ｒ（ﾘﾃﾞｭｰｽ、ﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ）の実施 

廃棄物 現状維持 医療 18.2％増 

産業 7.1%増 

一般 10.7%増 

大型 1692.7%増 

医療廃棄物の院内処理装置の共同開発 

調達品目の状況把握 

そ 

の 

他 

資 

源 

グリーン 

購入の促進 
100％実施 
 

特定品目 
100%実施 特定品目の１００％実施 

省エネポスター、省エネシールの掲示 その他の主な 
環境行動 学内ＥＳＣＯ事業の導入 

※目標の設定が難しかった項目 
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８ 環境行動情報 

【ソフト的な省エネ・省資源対策】 

 省エネルギー・省資源への啓発活動 

  省エネルギー啓発シールを作成し、コンセント、空調機コントローラ、流し台等に啓発シー

ルを貼り付け構成員一人一人の省エネルギー意識改革を推進しております。また、昼休みに

おける不要な照明は、極力消灯しております。校舎内の１～３階まではエレベーターの利用

を極力控えるよう啓発シールを貼ってあります。 
３Ｒ（リユース、リデュース、リサイクル）活動については、学内で不要になった物品を学内

メール配信に記載し、必要な部署へ譲り合うシステムを築き、省資源化に努めております。 
 
 

   
空調機の設定温度             節電、節水 

夏季２８度、冬季２０度設定にするよう    照明のスイッチには節電、水道の蛇口 
啓発シールを貼ってあります。         付近には節水シールを貼ってあります。 
 

   
エネルギーコストの掲示            ゴミの分別 

会議室等には１時間あたりの照明、冷暖   校舎、附属病院等にゴミ箱を設置し分別 
房のコストを具体的に掲示してあります。    して回収できるように努めております。 



 
 

23

【ハード的な省エネ・省資源対策】  

本学で昨年度行った設備的な省エネ事例を紹介いたします。一般的に病院施設において、

エネルギー需要の割合は、空調熱源３２［％］、熱搬送１２［％］、給湯・蒸気１８［％］、照明・コ

ンセント２１［％］、動力１１［％］、その他６［％］と言われております。 
水使用量の削減を図るために節水コマの活用、及び一度利用した水を浄化し、無害化した

後、再利用水として、トイレの流し水として活用しております。 
また、本学の基礎講義実習棟の屋上に最大２．５Ｋｗの太陽光システムを設置し、稼働を

開始いたしました。屋上に設置された太陽光発電パネルのサイズは、縦６．５ｍ、横３ｍ。発

電した電力は学内で使用する電力の一部に充てられます。 
 平成２０年１２月にはさらに最大１０Ｋｗまで規模を拡大することが決定し、施設面での地球

環境保全における取り組みを進めております。全ての太陽光パネルの枚数は６０枚にものぼ

り、その大きさは約８０ｍ²になります。 
 また、平成１９年９月には大阪テイジンホールにて開催された財団法人省エネルギーセンタ

ー主催の「平成１９年度省エネルギー優秀事例全国大会のうち近畿地区大会」において、本

学の省エネ対策の取り組み事例を発表しました。 
 これは我が国のエネルギー・資源を効率的に活用し、製造業をはじめあらゆる分野におけ

る省エネルギー技術の向上、発展、具体的な省エネ活動の推進を図り、地球環境の大きな

問題である温室効果ガスの排出量削減に貢献するために開催されるものです。 
 

   
図. ５－７ 屋上に設置された太陽光発電パネル   図. ５－８省エネ優秀事例全国大会のうち近畿地区大会 

 
【今後の予定（平成２０年度内）】 

実施事例 温室効果ガス［ｔ－ＣＯ₂/年］ 
福利棟 白熱灯を LEDに変更 １ 
蒸気バルブの保温対策 ７０ 

合   計 ７１ 



 
 

24

【ゼロエミッション】 

 平成１７年来、本学では酸化チタンを加熱して、極めて強い酸化反応が起こる現象を利用し

た産学連携の取り組みとして、感染性医療廃棄物を一括処理できる機械の開発を進めてき

ました。このプロジェクトとともに、動物実験室で出るゴミ全てをバイオの技術で迅速分解処

理する方法を採用してきました。この方法につきては毛髪のみが残り懸案となったが、処理

法に目処がつき、全てを分解処理できる状態となりました。 
 感染性医療廃棄物処理機器の開発については四世代を経て、下の写真のようにゼロエミッ

ション研究室と施設を整備し、実証実験中の第四世代の装置では月１７トンの医療廃棄物が

処理でき、コストは２ケタ減となりました。年間炭酸ガス排出量は同程度の焼却炉と比べて２

１％強の削減となる機器が開発できました。この機器開発過程で本学からはディーゼルガス

の煤分解や揮発性有毒ガス（ＶＯＣ）の処理ができる方法を見いだし、権利化を進めました。 
 平成２０年後半から具体的に部分的な感染性医療廃棄物処理を学内で進め、実証実験と

ともにＣ０²の削減と安全性を確立する方法を進めます。さらにゼロエミッション活動の中で、

残された学内発生草木の処理についても、より簡便な方法を導入する予定です。 
 

 
新型装置 
 

 
旧型装置 
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９ その他   
 本報告書に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 
 
 作成部署・お問い合わせ先：  

   滋賀医科大学施設課施設企画係 

〒５２０－２１９２  滋賀県大津市瀬田月輪町 
電話番号 ： ０７７－５４８－２０５２  ＦＡＸ ： ０７７－５４８－２０４７ 
e-mail   ：        hqsisetu@belle.shiga-med.ac.jp 
ホームページアドレス：http://www.shiga-med.ac.jp/ 
 

  交通・アクセス： 
    ■所要時間 
     ・東海道本線（琵琶湖線）ＪＲ京都駅からＪＲ瀬田駅まで約２０分（運賃：３２０円） 
     ・ＪＲ瀬田駅から大学病院までバス約１５分（運賃：２５０円） 
     ・ＪＲ瀬田駅から大学病院までタクシーで約１０分（運賃：約１，５００円） 
     ・ＪＲ南草津駅から大学病院までバス約１５分（運賃：３００円） 
     ・名神高速道路草津田上インターチェンジから約５分 
     ・名神高速道路瀬田（西・東）インターチェンジから約１０分 
      

 ■ＪＲの場合 
     東海道本線（琵琶湖線）のＪＲ瀬田駅で下車。ＪＲ瀬田駅から「滋賀医大」行きのバス

に乗車し「大学病院前」で下車 
     ※ＪＲ瀬田駅には新快速は止まりません。快速または各駅停車をご利用下さい。また、

ＪＲ京都駅では琵琶湖線（草津、野洲、米原、長浜行き）と湖西線とをお間違えないよ

うご注意下さい。 
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■ 今回の報告書作成にあたり 
（環境報告書ワーキンググループメンバーより） 

  
 今回で３回目となる平成１９年度版環境報告書が完成し公表のはこびとなりました。環境報

告書としての最低限の構成項目は記載されてはいると思いますが、今後の課題として改善す

べき項目からいくつかあげられます。 
例えば、環境負荷低減に向けての温室効果ガス削減の数値目標、目標設定について定

めることであります。長期的な目標設定をすることにより、どのように環境負荷を軽減できた

のかを示す必要があると思います。 
また、学内で教職員による活動はあるものの、学外で学生も含めた清掃ボランティアなど

の環境活動予定や内容を具体的に示すことによって本学がどのような環境活動への考えを

持っているのか、すなわち社会への環境コミュ二ケーションの構築に向けて一歩前進するの

ではないかと思います。 
最後に今回の公表で本学の活動、取り組みについて理解が深まればと思います。 

 
【今後の課題】  
■ 過去から現在に至る過程における環境負荷・環境変化の経緯 
■ 社会への環境コミュニケーションの構築 
■ 環境負荷低減に向けての温室効果ガスの数値目標、目標設定 
■ 環境法令遵守に係る取組事例 
■ 第三者による評価・分析 
■ 国立大学法人として環境に対する社会への説明責任の確立 

 
   今後とも、上記課題を念頭に置き、事業活動を実施していきたいと思います。 
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■本学学章の説明 

・「さざ波の滋賀」のさざ波と「一隅を照らす」光の波動とを組み合わせたもの。「中心

に向かって、外からさざ波の波動－これは人々への医への期待である。外に向かって

中心から一隅を照らす光の波動－これは人々の期待に返す答えである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


